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チーム名

学校名

チームメンバー

インタビュー先

課題 解決策 アイデア名

概要

今後の方針

team salmon 

開智高等学校

廣橋昌依　岡本彩希　西畑彩莉

〈被災後 4.5 日経って家の備蓄が切れた頃〉

聴覚障がい者の方は被災時ラジオで地域の
情報や店舗の情報を聞くことができない
　　　　　　↓
店の開店状況やほしい商品の在庫状況が
わからない
　　　　　　↓
店に欲しいものが売っているかわからない
ため、何店舗も回らなければいけなくなる
　　　　　　↓
『1人で在宅避難をしている聴覚障がい者
の方が、店の開店状況や商品の在庫状況が
わからないこと』

つなぐmon

• 初めは自分たちが小規模で運営し、安定したら運営してもらえる団体を探す
• より多くのお店に協力をお願いする
• 店舗側が継続的に運営側に状況を報告する方法を考える
• 対象者を増やし、対象地域を広げる
• ホワイトボードやお絵かきボードなど取り扱う商品を随時増やしていく
• さまざまな機能を使い、日常的に発信する情報を増やす

山縣様、尾崎様、橋本様、小山内様、只野様、

和歌山市危機管理局様、和歌山県聴覚障者協会様

公益財団法人日本ケアフィット共育機構様

チーム名

学校名

チームメンバー

インタビュー先

課題 解決策 アイデア名

概要

今後の方針

EJ20 エンジン

和歌山工業高等専門学校

河村佳紀・江川才翔

尾崎先生、みやぎ東日本大震災津波伝承館様、橋本先生、

只野様、林様、小山内様、山懸様、佐藤そのみ様、

和歌山市危機管理局様、ALEC 様

・避難所では消灯
時間が決まっている

・様々な状況下の人たちとの共同生活のため
周りの環境に気を遣う

体育館にて避難生活を送っている受験生が夜間に
勉強したくても勉強できない

Break&Study ( ブレスタ )

被災時に受験生が勉強できるスペースを開放する

対象 : 受験生（中高生）
時期　震災後 10 日～1、2ヶ月程度（仮設住宅への移行まで）
開放時間 :１６時～２３時
　　　　　　 ※20 時以降は送り迎えを行う
在中人数 :2 人～ 3人（ボランティアを募る）

被災前から避難所に近い会社やワークスペースと提携する

10 月中旬 : ヒアリングを重ねる（当時高校生の方・運営していた方）
10 月下旬 : なごみらぼ様に提携のお話を持っていく
10/23・11/3：学生団体WAKA×YAMA主催の避難訓練に参加しプロトタイプを行う
12 月以降 : 活動の周知

チーム名

学校名

チームメンバー

インタビュー先

課題 解決策 アイデア名

概要

今後の方針

おにぎりの具

和歌山信愛高等学校

岩淵鈴華、辻美帆、山本遥奈

危機管理局、石本めぐみ様、古城様、小山内様、河合先生

手古先生、須賀先生、辻先生

在宅避難をしている乳幼児もちの
お母さんが、どの避難所に物資があるのか
調べる手段がない

背景：
乳幼児は泣くことでしか自分の意思を
表現することができない。

ヒアリングの結果、泣き声や騒ぎ声
などによる周りへの配慮から避難所で
生活できるお母さんが少ないことに
気づいた。

子供を連れて物資を求めに避難所を
あちこち回らなければならなくなる。

＋かる（プラスカル）

アプリを使うことにより、在宅避難で支援物資を必要にしている人が確実かつ効率よく物資を受け取れる。
→支援物資の廃棄を防ぐことにつながる
平時でも使えるように歩数計をつける。避難所まで実際に歩き、歩数に応じてポイントが貯まる。ポイン
トが貯まると和歌山の特産品と交換してもらえる。
→近くの避難所までどんな道のりなのかを知るきっかけになる

※上のQRコードを読み取ると
　模擬アプリを体験することが
　できます

① ② ③

既存の和歌山の防災アプリに導入していただけるように働きかけをしようと考えています。

※iPhone はできません
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概要
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チームｔhirteen 一ツ田智之　三木蒼人

智辯学園和歌山高等学校

避難所に行けない背景を持った家出を
している中高生が、安心できる場所で
生活したいと考えたときに、行くあて
がない。

課題の背景：
児童相談所のマニュアルにも、家出をして
いる子への災害時の対応は記されていませ
ん。検索をしても、家出をしている子の災
害時の行動について、詳しい記事や論文な
どは出てきません。しかし、実際にこのよ
うな問題は起きています。
平常時から、家出は個人の問題、センシ
ティブな内容、ということで、あまり大き
くは取り上げられません。普段から目を向
けられていない分、災害時にも周りから気
づかれず、苦しい思いをしている子たちが
います。

P-three( ピースリー )

災害時、家出をしている中高生が避難所できる場所を作ります。この場所は平時からの運用を
重視しており、自分たちの「居場所」と社会での「役割」を確立できることも目標にします。
平時には、和歌山県 BBS 連盟と連携し、いつでも遊びに行く感覚で自由に出入り可能な、安心
できる居場所を提供します。災害時には、避難所に行きづらい中高生が集まり、情報共有の場
やシェルターとして機能させ、瓦礫処理や支援物資の荷物運びなど、復興拠点における役割も
担います。また、災害が発生し、ある程度落ち着いた後、災害孤児・遺児を受け入れて、その
子たちの面倒を中高生が見る体制も整えていきたいです。こうした「居場所」を提供すること
で、家出をしている中高生が「自分は役に立っている」と実感し、自信をもって安心して暮ら
してもらえるようにします。

和歌山県 BBS 連盟と連携しながら、居場所となる場所を提供できる体制を整えます。同団体主催のゴ
ミ拾いや夜回り活動に同行し、家出をしている中高生にこの活動を知ってもらい、家出をしている中
高生自身の要望も実際に聞いていきます。また、災害孤児、遺児の受け入れを行えるよう、児童相談
所の方とも連携してもらえるように、お願いしにいきます。
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31

開智高校

三根宏之、西野晃斗

和歌山市危機管理局様、只野英照様、橋本 先生、

尾崎 先生、三浦七海様、開智高校 2年生、菊池亜紀様、

吉村有香里様

避難所にいる中高生が、
被災者が暮らす避難所の
そばの運動場で大声を出したり
することができず、
部活に全力取り組めない。

HIROAKI

部活の時間に避難所にいる人がリクエストした曲を流す。
　１、運動場で部活している生徒が避難所にいる人に気を遣わず、
　　　声を出して部活ができる
　２、避難所にいる人が毎日リクエストした曲が聞ける
　３、放送部にやってもらうので放送部の部活にもなる
　４、いろんな人がリクエストするからいろんな歌を聞ける
避難所にいる人にわかってもらうためにプリント配布、放送でのお知らせをする
リクエストの方法は目安箱もしくは専用のアプリ

学校側に伝えないとだめ
曲の好みが年代とか性別によって分かれるからできるだけ不満が出ないような方法を考える
目安箱、アプリの仕様考える
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上田ツインズ

和歌山信愛高校 1年

上田和花奈　　上田凛

（東日本大震災語り部）太田千尋様　( 医師 ) 尾崎先生

( どこで )
体育館のような避難所で、

( 誰が )
白杖を使っている視覚障害者の方が、

( いつ )
夜消灯した後に

( どのように )
地面を叩く音が周囲の人に
迷惑をかけていると考え不安になる。

コロコロ白杖

①白杖の先端に取り外し可能なキャスターを作る。
②白杖に巻く用の蓄光テープを作る。

これにより、夜間の避難所でも周囲に音の面で迷惑をかけることが無い。
夜間に音がなくても蓄光のおかげで周囲に存在を知らせることができる。

株式会社タカショーデジテック様の協力のもと試作品を作成し、実際に
白杖を使っている視覚障害者の方に使ってもらい、以下の課題を解決し、
アイデアをブラッシュアップさせる。

和歌山県視覚障害者福祉協会、須賀先生、河合先生
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和歌山卍チベンジャーズ

智辯学園和歌山中学校

川口宗真　小山温士　武野慧太　山出遥都

尾崎先生、太田さん、和歌山市危機管理局

藤原さん、緑川さん、橋本市保健福祉センター

・地域住民とのつながり　
　が希薄化してきている。
・独居老人が年々増加し
　てきている。
・仮設住宅に移る際、交
　流があった家庭同士を
　隣人にするといった部
　分までの配慮はされて
　いない。
・過去の震災では、「孤独死」が問題に
↓

一人暮らしの高齢者が、仮設住宅に移った
後も、周りに知り合いがいないことで、他
愛もない話をする機会がなくストレスを抱
え込んでしまう。

疲れを Footbath
平常時から地域コミュニティ形成の場として、足湯を開設し、災害時には、被災者、市の職員、
ボランティアなどが交流できる憩いの場とする。

・一度に最大 10 人程度が入れ、顔を合わせられるような長方形の浴槽に、ひざ下までつかるお湯をはる。
・災害時には、そこで形成されているコミュニティが運営も行い、高齢者に対して社会的役割を与える
ことで孤独死を予防する。
・衛生面や水不足の問題に関して、wota 株式会社の製品を利用することで、お湯を浄化しながら循環
させる。

・アイデアの実装を目指して活動する学生団体を設立する。
・メディアを通して地域住民への認知度を上げる。
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スーパーヒーロー

近大附属和歌山

二目 泰輝（ふーたん） 溝端 歓大（かんちゃん）

国立環境研究所、熊本市・仙台市（災害廃棄物担当）

太田さん（語り部）、只野さん（語り部）

橋本先生（薬剤師）、尾崎先生（医師）

【災害廃棄物処理の流れ】

注目しているのは
ここ‼

仮置場

一次集積所

二次集積所
災害時の仮置場で
自然発火による火災が
発生すること

分別情報を共有でき
ていないから分別で
きていないこと

よびかけくん

①仮置場での分別情報をアナウンス
・人が来たら分別に関する情報を話す
・日本語と英語に対応
・聞き取りやすい女性の声
②電池などの収集機能を持つ
・口が電池などの収集口となっている
・どれだけ入っているかわかる
・電池などをいれると「ありがとう」と言ってくれる

・スプレー缶やライターなどいろいろなもの
　を回収できるようにしたい
・プロトタイプ作成
・実証実験

よびかけくんイメージ
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WAKA×PAN

学生団体WAKA×YAMA
アドベンチャーワールド

神谷雅彦、西川好加、長谷川舞、井田有美、藤田愛理

アドベンチャーワールド

アドベンチャーワールドの駐車場で
車中泊をしている方が、周囲の環境に
よる音が原因で眠れなくなる

動物耳栓ガチャ

これは動物をモチーフにした形状になっています。アドベンチャーワールドらしさや、着けるだけで
気分が上がる、また子供さんにも気に入ってもらえるように～という５種類展開にしました。サイズは
子供用と大人用を用意しています。そして、手軽に手に入れてもらえるよう１つ５００円のガチャガ
チャにしています。災害時には無料でガチャガチャができるようにします。ガチャガチャをする必要が
無い方には普通に配布しようと考えています。

プロトタイプの改良を重ね、着け心地やサイズを検討します。実際に子どもに耳栓を使ってもらい、
周知します。耳栓の製造企業に協力を仰ぐなどし、さらに良いものにしていきたいと考えています。

!"#"$%"&
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Brain

開智高校

田中環、直川明日菜、吉川真央

山縣様、太田千尋様、しほママ様

避難所にいる生理中の女性が
生理用品を受け取りに行きたいが、
人目が気になったり、
役員の多くが男性で話しかけづらいなどの
理由から生理用品を受け取りに行けない。
その結果、ナプキンを変えられず、
雑菌が繁殖したり、臭みや痒みを伴い、
身体的にも精神的にも
不健康になってしまうこと。

Period Box

生理用品を受け取りに行きずらい女性のために生理用品の自動受け取り機を考えました。
この Period Box の強みは、自分が必要としている時に必要な分取れることや、昼用と夜用など種類を選
べることです。生理は日ごとに使うナプキンの枚数が異なるので、この Period Box を設置することで、
人目を気にせずに、快適に生理用品を手に入れることができます。また、一人が大量に取っていってし
まうことを防ぐために専用コインでのみ使用できるという機械になっており、受け取りの際には、混雑
防止のため短時間でナプキンが出てきます。

・機械をより良いものにするために、試作品を作り実際に役に立つのか、設置場所などについても検討
　を重ねる
・生理用品の会社と連携して避難所で生理用品が不足していてもすぐに支援できるようにする
・この機械について国に説明し、災害時の生理用品無償化や機械の導入

和歌山市危機管理局様
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屋外照明、LEDサイン、イルミネーションなど
和歌山から世界へ向けて、
光の演出で人の心を彩るタカショーデジテック。
光の今や、現場の裏側を届けるWEBマガジンです。

メルマガも
配信中！

【東京】BY CRUISE / サイン 【大阪】HEP / ライティング

【和歌山】 ちかつゆ /ライティング・ブランディングデザイン

【和歌山】 照らしちゃる矢櫃（やびつ）/ライティング【東京】 ソラマチ /イルミネーション

WEB Instagram
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